
 2023 年 1月から各地域でパイロットプロジェクトが本格始動した JICA と中米

統合機構（SICA）が共同で実施している「SICA 地域における生物多様性の統合

的管理と保全に関する能力強化プロジェクト」。同プロジェクトは中米・カリ

ブ海に位置する SICA 加盟 8カ国（ベリーズ、グアテマラ、エルサルバドル、ホ

ンジュラス、ニカラグア、コスタリカ、パナマおよびドミニカ共和国）に位置

する 4つの生態系で、村落や村落間での生物多様性保全に関するパイロットプ

ロジェクトを実施中です。今月号では、その一つであるフォンセカ湾（エルサ

ルバドル、ホンジュラス、ニカラグア）のパイロットプロジェクトで取り組ん

でいる生物多様性モニタリング、またブルーカーボンについて紹介します（同

地域のマングローブについては『2022 年 9 月号特集「生物多様性ホットスポッ

ト」とマングローブ』もご覧ください）。 

フォンセカ湾では iNaturalist を活用した生物多様性モニタリングを行なっ

ています。iNaturalist は生物多様性に関する情報を共有し、自然について学び

合う参加型のソーシャル・ネットワークです。1 カルフォルニア科学アカデミー

とナショナルジオグラフィック協会が共同運営しています。 

 パイロットプロジェクトでは iNaturalist に「フォンセカ湾コミュニティ

（図 1）」を 2023 年 3月に開設しました。プロジェクト関係者、生物学者や地

域の住民によって動植物の観察が記録され、更に記録された観察結果はコミュ

ニティメンバーによって種の同定がなされます。3/2 のユーザーが種の同定に合

意した場合、「研究用」と分類され、国際生物多様性データベース GBIF

（Global Biodiversity Information Facility）の参照先として登録されま

す。これまで「研究用」観察記録を引用した研究論文は世界で 4,000件ほどあ

り 2 、その多くは気候変動に起因する生息域の移動と拡大に焦点を当てたもの

です。よって、これらのモニタリングは国際的生物多様性モニタリングへの貢

献にも繋がります。図 2のように、最も反響のあった観察記録のハイライト、

図 3のような同定された動植物の一覧表示も可能です。なお、同コミュニティ

ではこれまでに 205種の動植物が同定されています。 
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図 1．同プロジェクトで運営中の iNaturalist フォンセカ湾コミュ

ニティ：2023 年 9 月現在、568 の観察数、205 の種の同定が行われ

ている。 
https://www.inaturalist.org/projects/golfo-de-fonseca-proyecto-2023 

 

 

 

図 2．フォンセカ湾コミュニティで最も反響のあった動植物：アメリカグンカンドリ（Fregata 
magnificens）、ホワイトマングローブ（Laguncularia racemosa）、ココヤシ（Cocos nucifera）、スコー

ピオンドロガメ（Kinosternon scorpioides）、カッショクペリカン（Pelecanus occidentalis） 
図 3．フォンセカ湾コミュニティ内で同定された動植物の

一覧（一部のみ） 
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図 6．エルサルバドルサイトの赤貝の養殖場 図 5．フォンセカ湾でのパイロットプロジェ

クトを担当している長濱専門家（左） 

図 4．同プロジェクトのパイロットプロジェクト対象地

（エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグアの 3 箇

所）：下部に最近観察された写真がハイライトされてい

る。 
https://www.inaturalist.org/projects/golfo-de-fonseca-proyecto-2023 

 

 

 

ブルーカーボン 

 地球上で生態系によって吸収・固定される大気中の CO2の半数以上は「沿岸浅海域（海底まで光が届くエリア）」と呼ばれるマングロ

ーブ林や干潟、塩性湿地、海草藻場などの海洋生態系によるものであるとして、2009 年に国連環境計画（UNEP）によって「ブルーカーボ

ン」と名付けられました 3。森林や土壌などの陸域生態系によって吸収・固定される炭素「グリーンカーボン」の対語となっています。最

近の研究では、沿岸浅海域の面積は海洋全体の 0.5%にも満たないにも関わらず、海洋全体が年間に固定する炭素量のおよそ 8割近くを担

っていると推定されています。4 これらの炭素の一部は無酸素状態の沿岸浅海域の海底に有機炭素として堆積し、数千年の長期にわたっ

て貯留されます。5,6 しかしながら、1970 年以降ブルーカーボン生態系は全体の 35%が消失し 7、CO2やメタンを含む温室効果ガスが排出さ

れています 8。  

 

 フォンセカ湾でのパイロットプロジェクト（エルサルバドルとホンジュラス）では、赤貝（Anadara grandis）とマングローブザルガイ

（Anadara tuberculosa）の養殖の技術指導を行なっています（図 6）。また、ニカラグアサイトでは植林用マングローブ苗の育成を行

い、植林しています。貝類養殖は地域住民の収益源となり、貝殻は炭酸カルシウム（CaCO3）として CO2を長期にわたって固定するため、

ブルーカーボンによる気候変動の緩和に貢献します。9 マングローブ林の底には泥炭（枯れた植物が長期間、あまり分解が進まずに堆積

したもの）と呼ばれる二酸化炭素の高密度な吸収源があり、気候変動の緩和に役立つことが期待されています。10 

  

  

  

 


